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平成２９年度新設住宅着工戸数が前年比２.8%減の 

９４万６,39６戸だった 
 

国土交通省が発表した平成２９年度(平成２９年４月～平成３０年３月)の新設住宅着工戸数は、 

９４万６,３９６戸(前年同期比２.8％減)と、３年ぶりの減少となった。 

種別では持家が２８万２,１１１戸(同３.3％減)と３年ぶりの減少、貸家が４１万３５５戸(同４.0％減)と３年ぶりの減少、 

分譲住宅が２４万８,４９５戸（同０.3％減）と３年ぶりの減少となった。 

また分譲住宅のうちマンションが１０万８,２７８戸(同３.6％減)と２年連続の減少、 

一戸建住宅が１３万７,８４９戸（同２.3％増）と３年連続の増加となった。 
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